






まとめ: 

1.健診にあたる医師、保健婦、栄養士などが、乳幼児健診学の「知識、技術、態度」を学

習して、健診の質を向上するためには、これまでのようにチャンスによる学習のほかに、

一定のシステムが必要である。 

2.現場でのニーズ、学習意欲はかなり高いが、それを妨げる要因がある。その問題解決、

排除システムも必要である。 

3.教育手法としては、概念や知識の教育(講義など)と実習のような実技教育をまぜた少人

数教育を併行すべきである。教育システムとカリキュラムは現代の医学・保健学教育の原

理にそって作られるべきである。全国調査成績を参考に、その具体案(サンプル)をたてる

予定である。 


